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名古屋大学
精神・神経医療研究センター
奈良先端科学技術大学院大学
量子科学研究開発機構
豊橋技術科学大学

藤田医科大学生理学研究所
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カーディフ大学

マサチューセッツ工科大学
カリフォルニア大学アーバイン校

デューク大学
ノースカロライナ大学

シンガポール南洋理工大学
香港科学技術大学

アントレプレナー教育

大塚製薬
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ファーマ

教育学

産
製薬・中核
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浜松医科大学
神経機能分子解析施設

(光分子解析施設)

質量顕微鏡(マスイメージング)

岐阜薬科大学

連 携 大 学 参 画 機 関

参 画 機 関
総合知取り入れ

学内横展開

提案大学

心理学

戦略2: 未来社会を創造する
サステナブル研究推進

取組:総合知取入, 社会実装, SU創出 等

戦略4: 大学のグローバル
ブランディング推進

取組:海外協力拠点設置 等

海外展開

FUJITA発
スタートアップ(SU), 
ベンチャーキャピタル

(株) フジタ・イノベーション
・キャピタル,

フジタTTインパクト1号ファンド

海外
ベンチャー
キャピタル,
バイオテック

戦略1: データサイエンス・
先端医科学・人文
社会科学を融合した

研究開発エコシステム確立
取組:オープンラボ整備 等

ビジョンを達成するための戦略
戦略を進めるための取組

戦略3: 独創的・革新的な研究に
挑む多様性に富んだ人材の育成と

キャリアパス形成
取組:研究医, ジュニアPI, データサイエン
ティスト, 研究技術員などの養成 等

1 0年後の
大学ビジョン 世界に類を見ないアカデミア創薬エコシステムを確立

産官学連携
推進センター,

橋渡し研究シーズ
探索センター等

研究センター群,
学部・研究科群,
大学病院群 等

地球規模の課題
統合失調症・双極症・アルツハイマー病など

脳とこころの病

Fujita Mind-BRIDGe
データサイエンスを基盤としてシームレス
な研究と社会実装を一気通貫に推進できる
先端医学分野に特化した産学
地域連携型の精神・神経病態研究拠点

(精神・神経病態解明センター)

取り組みの体制と概要



ビジョンを
達成する

ための戦略1
データサイエンス・先端医科学・

人文社会科学を融合した研究開発エコシステム

J -PEAKSや間接経費 ,
本事業収益 ,  病院収益など
経営リソースの投下

イノベーションセンター
創薬・診断薬、機器開発企業、
スタートアップ企業が入居

賃料
研究費 知財導出

橋渡し
研究シーズ
探索センター

岐阜
薬科
大学

新規
化合物
合成展開

シーズ化合物

スタートアップ

臨床
応用

アントレ
プレナー教育

新規
化合物

精神・神経病態研究拠点
ラボ整備・先端機器整備による
研究力強化、ネットワーク強化

システム改革推進

藤田医科
大学

参画機関
テュービンゲン大
名古屋大 等

利益の
一部を
大学の研究費に

先進医療実現 海外治験
ハンズオン

国内・海外
ベンチャーキャピタル

(株) フジタ・イノベーション・
キャピタルなど

海外展開

AIを用いた
ドラッグ
スクリーニング
体制

投資



未来社会を創造するサステナブル研究

精神疾患の患者数↑↑↑

神経変性疾患の患者数↑↑↑

心理的負担に伴う多大な社会的喪失、不適切な環境要因、生活習慣、加齢による脳の適応力低下

精神科、脳神経内科、小児科、心理学、教育学、最先端の脳科学研究を統合し
生涯にわたる脳の健康、成長、社会適応、レジリエンスを追求する学問分野の提唱

医薬系、情報系、工学系、社会人文系、企業の研究者が従来の枠を
大きく超えて参画し、創薬、疾病予防、生活・教育様式の
変革などを通じて、生涯にわたって脳を護り
未来社会の創造へつなげる

現代社会の根本問題：
生涯にわたって出現し、大きな社会的損失を生む、脳とこころを取り巻く未解決な課題

ビジョンを
達成する

ための戦略2



独創的・革新的な研究に挑む多様性に富んだ
人材の育成とキャリアパス形成

若手教授とジュニアPI 研究医養成プログラム

デ ー タ サ イ エ ン テ ィ ス ト
育 成 プ ロ グ ラ ム

研 究 技 術 員 養 成
プ ロ グ ラ ム

大学院生・留学生
支援プログラム

優秀な研究技術員を
確保するため職階を制定して
正規雇用化、待遇改善

主任研究技術員
主幹研究技術員
上席研究技術員

研究技術員

正
規
雇
用

• バイオインフォマティクス
• AI解析
• 数理モデル
• データベース作成など

データ駆動型研究を実践

・積極的に若手
教授を登用

・ジュニアPI 
を採用

医学研究科博士課程に
データサイエンスコースを新設

大学院生・
留学生の生活支援、
アントレプナー
・プレゼンスキル
教育（高度医療人材養成拠点形成事業と連動）

研究医を目指す
大学院生と若手
医師を
指導・育成

ビジョンを
達成する

ための戦略3

（次世代研究者挑戦的研究プログラムと連動）



アドバイザリー・ボードの設置
留学生と外国人研究者の受け入れと支援強化

国際シンポジウムと海外講師によるレクチャーの開催

デューク大
サテライトラボ

ヘルシンキ大
サテライトラボ

国際シンポ開催

ダッカ大
協力拠点

上海交通大
協力拠点

若手研究者の海外派遣による頭脳循環の強化

藤田医科大学
ホノルル事務所南洋理工大

協力拠点

大学の
グローバルブランディング

サテライトラボ・海外事務所・協力拠点の設置

カリフォルニア大学
アーバイン校
サテライトラボ

ビジョンを
達成する

ための戦略4

難波 隆志 教授
クロス

アポイントメント

チャールズ ヨコヤマ 教授



企画・運営：
チャールズ・ヨコヤマ
教授(URA)

Fujita Neuroscience Seminar：ノーベル賞受賞者らがオンライン公演



10年後の大学ビジョン：
世界トップレベルの精神・神経病態研究拠点を形成し、
唯一無二のアカデミア創薬エコシステムを確立する
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